
 
 

 

銀行名 北都銀行 

タイトル 日本政策金融公庫・保証協会と連携した老舗料亭の再生 

取組み内容 

・  大正 7年創業、秋田県内屈指の老舗料亭。デフレ経済下における法人顧客

の接待利用の減少等で秋田市内の料亭のほとんどが閉店を余儀なくされ、

同社においても、収益を計上できる売上確保が困難な状況に陥っていた。

・  秋田市内屈指の老舗料亭として秋田市の中心繁華街の顔的な存在であり、

秋田市中心繁華街のにぎわい創出のためにも料亭のスタイルを一新した

改革、リニューアルに賛同し、当行はホテル・料亭等の再生に実績のある

コンサルタントを紹介し、再生計画に基づく資金支援を行うなど経営改善

支援に取組んだ。 

・  コンサルタントからの提案に資料基づいて当該料亭と当行が検討、事業の

スキームを確定。 

・  料亭のみの営業に、ブライダルとランチ、大衆向飲食部門を追加。伝統あ

る建築物を活かした改修を行った。 

・  以上を行うため、当行は既存貸出 108 百万円について 1年間元金返済据置

の条件変更を行い、料亭改修資金等 130 百万円について、日本政策金融公

庫と保証協会と連携した資金支援を行った。 

・ リニューアルグランドオープン後、集客・結婚式の予約は順調に推移して

いる。 

 

 



 
 

 

銀行名 北都銀行 

タイトル 取引先のインドネシア進出サポート 

取組み内容 

 

【企業概要】 

 業種：プラント機械を中心とした産業機械メーカー  

 

【進出状況】 

・ インドネシアに平成 26年 1月合弁会社設立 

・ 当社資本 7割、現地資本 3割 

・ 現地にてプラント事業を展開中 

 

【海外進出支援の内容】 

・ 当行提携先であるバンクネガラインドネシアの協力により、現地情報収集、

合弁パートナー企業紹介、投資調整庁申請手続き、現地口座開設、親会社へ

融資実行等のサポートを実施。 

・ また、当行のインドネシア人行員が現地アテンド等のサポートを実施。 

 

【効果】 

・ スムーズな現地工場の立ち上げ、及び事業開始ができた。 

・ なかでも現地法人立ち上げに際して、営業力のある有力な現地パートナー企業の

紹介ができた。 

・ 今後もバンクネガラインドネシアとの提携関係より、様々なサポートを実施して

いく予定。 

 



 
 

 

銀行名 北都銀行 

タイトル 投資事業組合を活用したベンチャー企業支援 

取組み内容 

 

【経緯】 

・ Ａ社は、タブレット端末で高齢者に必要なコンテンツを提供することで、介護

予防、孤立防止、情報提供、買物支援等、高齢者問題を解決するシステムを開

発してきたベンチャー企業。 

・ 東日本大震災により非難を余儀なくされている被災者に対し、自治体・地域の

情報を提供するビジネスを展開。 

・ また、ＩＣＴ活用による高齢者の生活を支援する事業を、総務省の補助金によ

り秋田市内の一部地域で試行的に実証実験することが決まっており、情報提供

だけでなく、生活相談、買物支援などのサービスを提供することとなっていた。

・ 当行としても、エイジフレンドリーシティ推進の一環として、ビジネスモデル

構築のサポート、事業者の紹介、決済キャッシュレス等、グループ会社のフィ

デア情報システムズとともに地域金融機関として協力することとしていた。 

・ そこで、設立後間もなく資本勘定が薄かった同社に対し、成長を後押しする目

的で、グループ会社が共同出資して設立した投資事業組合を活用して、エクイ

ティによる出資を実施した。 

 

【効果】 

・ 同社は今後、ＩＣＴ事業の実証結果をみて県内の他市町村へ展開したい構想を

もっており、当行が県内の高齢化率等を鑑みて、企業や団体のお客様とともに

設立した「シニアマーケット研究会」のシニアビジネスモデルの構築という目

標とも合致するため、自治体との接点を提供するなど、さらなる成長に向けて

継続した連携を図る予定。 

 


